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南
米
の
交
通
網
の
地
哩
的
特
色

山

崎

序

-=-
酉

頑

南
米
大
陸
は
近
年
そ
の
人
口
が
他
大
陸
と
比
較
し
て
増
加
が
著
し
く
、
開
拓
は
奥
地
へ
と
進
め
ら
れ
、
資
源
開
発
と
工
業
化
も
進
展
し
つ
つ
あ
る
。
内
奥

へ
交
通
線
が
の
び
る
と
共
に
開
拓
が
進
め
ら
れ
て
行
く
。
ま
た
内
陸
の
資
源
開
発
は
交
通
線
の
内
部
へ
の
導
入
を
必
要
と
す
る
。
経
済
発
展
の
媒
介
を
な
す

も
の
は
実
に
交
通
で
あ
る
。
本
稿
は
文
部
省
科
学
研
究
費
に
よ
る
南
米
の
総
合
研
究
の
一
環
と
し
て
交
通
網
の
地
理
学
的
研
究
を
記
述
し
た
も
の
で
、

F
Z口
gBω
のめ
O

唱
さ
E
R
Z
Z
E
E
-ロ
ロ
宮
ロ

5
0
E宵
窓
口
伊
的
出
品
目

5
ュE
E固
め
民
所
載
の
の
位
E
F
R
同
S
H
R
H
〈

R
ぽ
宵

ω向
。
。
句
右
E
R
F
o

c
z
a
r
z
sロ
印
出
品
目
出
。
丘
町
仰
の
論
文
と
そ
の
附
図
「
南
米
大
陸
の
交
通
地
理
的
概
観
図
」
縮
尺
一
千
万
分
の
一
を
も
と
に
し
て
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
本
稿
は
南
米
大
陸
内
の
交
通
線
に
限
り
、
他
大
陸
と
の
交
通
に
つ
い
て
は
殆
ん
ど
ふ
れ
な
か
っ
た
。
更
に
種
々
の
都
合
か
ら
地
図
の
挿
入
は
全
部

省
略
し
た
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
。

交
通
を
制
約
す
る
条
件

( 1 ) 

世
界
の
諸
大
陸
に
於
け
る
交
通
発
達
の
状
態
に
は
著
し
い
ち
が
い
が
あ
る
。
南
米
は
ア
フ
リ
カ
と
共
に
鉄
道
網
の
発
達
が
一
部
分
の
地
域

に
限
ら
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
大
陸
で
内
陸
へ
の
接
近
路
は
河
川
に
よ
る
場
合
が
多
い
。
南
米
の
場
合
に
は
近
年
立
派
な
道
路
の
建
設
が
進
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め
ら
れ
て
自
動
車
交
通
が
発
達
し
て
来
て
い
る
。

一
方
航
空
路
の
急
速
な
発
展
が
む
し
ろ
こ
の
大
陸
を
特
色
付
け
て
い
る
。
地
上
を
離
れ
て

大
気
中
を
飛
行
す
る
航
空
交
通
は
梢
々
趣
を
異
に
す
る
が
、
地
面
を
走
る
鉄
道
や
道
路
交
通
と
、
地
表
を
流
れ
る
河
川
を
利
用
す
る
内
陸
水

路
交
通
と
は
、
共
に
そ
の
地
域
の
地
形
、
気
候
、
植
生
な
ど
の
自
然
条
件
に
左
右
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

一
般
に
交
通
の
発
達
を
支
配

す
る
も
の
は
、
経
済
力
乃
至
文
化
力
で
あ
り
、
政
治
も
ま
た
交
通
を
制
約
す
る
け
れ
ど
も
、
殊
に
開
発
の
進
ん
で
い
な
い
地
域
に
於
て
直
接

的
に
交
通
の
発
達
に
影
響
し
て
こ
れ
を
条
件
付
け
る
も
の
は
前
記
の
如
き
自
然
的
条
件
で
あ
る
。
以
下
地
域
別
に
主
と
し
て
自
然
条
件
と
交

通
を
考
察
す
る
こ
と
と
す
る
。

ア

ン

デ

ス

地

域

南
米
に
於
て
交
通
を
制
約
す
る
自
然
条
件
と
し
て
先
づ
地
形
を
見
る
と
、
大
陸
の
西
よ
り
を
そ
の
北
端
か
ら
南
端
に
至
る
ま
で
延
々
六
千

( 2 ) 

余
粁
に
亘
っ
て
走
る
長
大
な
ア
ン
デ
ス
山
系
の
存
在
は
、
南
米
の
東
西
交
通
に
と
っ
て
大
き
い
障
害
と
な
っ
て
い
る
。

ア
ン
デ
ス
は
フ
ェ
ゴ
島
南
岸
を
東
西
に
定
る
山
脈
に
始
っ
て
マ
ゼ
ラ
ン
海
峡
附
近
か
ら
曲
っ
て
北
に
走
る
。
チ
リ
と
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
と
の

国
境
を
な
す
部
分
は
大
体
一
本
の
山
脈
で
、
北
方
ほ
ど
次
第
に
高
度
を
増
す
。
ヴ
ァ
ル
パ
ラ
イ
ソ
の
北
東
に
最
高
峰
の
ア
コ
ン
カ
グ
ア
火
山

(
六
九
六

O
米
〉
が
あ
る
。
南
緯
二
七
度
附
近
か
ら
東
西
の
コ
ル
デ
ィ
レ
ラ
に
分
れ

τ高
度
は
六

0
0
0米
を
こ
え
る
。
二
つ
の
山
脈
の
間

に
は
ア
ル
テ
ィ
プ
ラ
ノ
と
呼
ば
れ
る
盆
地
が
平
均
高
度
四

0
0
0米
の
高
原
を
な
し
、

そ
の
中
に
テ
ィ
テ
ィ
カ
カ
と
ポ
!
ポ
の
大
湖
を
ふ
く

み
、
乾
燥
し
て
い
て
内
陸
流
域
を
形
成
し
て
い
る
。
ボ
リ
ビ
ア
中
央
部
で
高
原
の
幅
は
最
も
広
い
が
、
ペ
ル
ー
に
入
っ
て
平
行
山
脈
の
聞
は

せ
ま
く
な
り
、

ア
マ
ゾ
ン
水
系
の
上
流
部
は
そ
の
聞
に
縦
谷
を
穿
っ
て
乙
こ
に
発
源
し
て
い
る
。
エ
ク
ア
ド
ル
で
は
一
本
の
山
脈
と
な
り
、

チ
ン
ボ
ラ
ソ
ハ
ム
ハ
二
七
二
米
〉
や
コ
ト
パ
ク
シ
(
五
九
九
六
米
〉
の
火
山
を
の
せ
、

そ
の
頂
は
雪
線
上
に
そ
び
え
る
。

コ
ロ
ン
ビ
ア
に
入
る



と
、
パ
ス
ト
附
近
で
ア
ン
デ
ス
は
再
び
束
、
中
央
、
西
の
三
山
脈
に
分
れ
て
、

そ
の
聞
に
マ
グ
ダ
レ
ナ
川
と
そ
の
支
流
カ
ウ
カ
川
が
縦
谷
を

形
成
す
る
。
西
コ
ル
デ
ィ
レ
ラ
と
中
央
コ
ル
デ
ィ
レ
ラ
と
は
北
緯
八
度
附
近
で
消
滅
す
る
。
東
コ
ル
デ
ィ
レ
ラ
は
ボ
ゴ
タ
附
近
で
二
四

0
0

ー
二
七

O
O米
の
高
原
を
形
成
す
る
が
、
北
東
に
続
い
て
二
分
し
て
シ
ェ
ラ
デ
ペ
リ
ハ
と
コ
ル
デ
ィ
レ
ラ
デ
メ
リ
、
ダ
と
な
り
、

そ
の
間
に
マ

ラ
カ
イ
ボ
湖
を
抱
く
。
メ
リ
ダ
は
更
に
ヴ
ェ
、
不
ズ
エ
ラ
の
海
岸
山
脈
と
な
っ
て
カ
リ
ブ
海
に
沿
っ
て
東
に
走
り
1

結
局
ト
リ
ニ
ダ

i
ド
島
を

経
て
西
イ
ン
ド
諸
島
に
続
い
て
い
る
。

ア
ン
デ
ス
横
断
鉄
道

乙
の
高
峻
雄
大
な
ア
ン
デ
ス
を
横
断
す
る
鉄
道
で
、

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
プ
ェ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
と
チ
リ
の
ヴ
ァ
ル
パ

ラ
イ
ソ
と
の
聞
を
結
ぶ
も
の
が
、
今
日
も
南
米
唯
一
の
大
陸
横
断
鉄
道
で
あ
る
。
こ
の
線
は
南
米
の
最
高
峰
ア
コ
ン
カ
グ
ア
の
す
ぐ
南
に
あ

る
。
海
抜
三
七
九
九
米
の
ウ
ス
パ
ラ
タ
(
ク
ン
プ
レ
)
峠
の
下
を
長
さ
三
粁
余
の
ト
ン
ネ
ル
で
越
え
て
い
る
。
最
高
点
は
ト
ン
、
不
ル
の
入
口

で
約
一
三
八
六
米
で
、
峠
を
は
さ
む
メ
ン
ド
サ
(
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
)
|
ロ
ス
ア
ン
デ
ス
ハ
チ
リ
〉
聞
は
軌
幅
一
米
の
狭
軌
で
あ
る
の
で
、
乗

( 3 ) 

換
を
必
要
と
す
る
。
東
に
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
パ
ン
パ
ス
、
西
に
チ
リ
中
部
の
縦
谷
平
野
を
控
え
た
大
西
・
太
平
両
洋
岸
の
二
大
港
を
約
三
六

時
間
で
結
ぶ
最
重
要
幹
線
で
あ
る
。

(
運
転
回
数
は
夏
週
三
回
、
冬
週
二
回
〉
乙
の
鉄
道
は
一
九

O
九
年
開
通
後
、
北
米
の
大
西
洋
岸
及
び

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
南
米
太
平
洋
岸
と
の
距
離
を
著
し
く
短
縮
し
た
の
で
、
パ
ナ
マ
運
河
開
通
以
前
に
果
し
た
役
割
は
ま
こ
と
に
大
き
い
。

現
在
、

乙
の
線
以
北
に
ア
ン
デ
ス
を
横
断
す
る
鉄
道
は
チ
リ
北
部
の
ア
ン
ト
フ
ァ
ガ
ス
タ
港
か
ら
二
線
が
あ
り
、

い
ず
れ
も
ブ
ェ
ノ
ス
ア

イ
レ
ス
l

ロ
ザ
リ
オ
|
ツ
ク
マ
ン
i

オ
ル
ロ
ー
ラ
パ
ス
の
国
際
幹
線
〈
一
九
二
六
年
完
成
〉
に
接
続
す
る
。
ア
ン
ト
フ
ァ
ガ
ス
タ
ー
ウ
ユ
ニ

ー
ラ
パ
ス
線
は
最
初
狭
軌
で
、
後
に
軌
幅
一
米
に
改
め
ら
れ
た
。
そ
の
南
の
ア
ン
ト
フ
ァ
ガ
ス
タ
か
ら
ソ
コ
ン
パ
峠
を
経
て
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン

北
部
の
サ
ル
タ
で
連
絡
す
る
線
は
一
九
四
六
年
完
成
し
た
。
乙
れ
に
よ
っ
て
ブ
ェ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
か
ら
北
西
へ
向
い
斜
に
大
陸
を
横
断
し
て

太
平
洋
岸
に
出
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
ボ
リ
ビ
ア
の
首
府
ラ
パ
ス
か
ら
タ
コ
ラ
峠
(
四
一
八

O
米
〉
を
こ
え
て
チ
リ
最
北
の
港
ア
リ
カ
に

南
米
の
交
通
網
の
地
理
的
特
色
(
山
崎
)

五
一
七
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出
る
線
が
あ
り
、
内
陸
国
ボ
リ
ビ
ア
の
海
へ
の
出
口
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。
更
に
ラ
パ
ス
か
ら
北
西
に
進
み
、
途
中
テ
ィ
テ
ィ
カ
カ
湖
上

を
汽
船
連
絡
(
グ
ァ
キ
|
。
フ
ノ
問
)
を
し
て
、

ア
ン
デ
ス
を
四
四
七

O
米
の
地
点
で
横
断
し
、

ア
レ
キ
パ
経
由
で
モ
レ
ン
ド
港
(
ペ
ル

i
)
に

出
る
線
も
あ
る
。

ブ
ラ
ジ
ル
の
サ
ン
ト
ス
・
サ
ン
パ
ウ
ロ
か
ら
北
西
に
向
っ
て
パ
ラ
グ
ア
イ
川
上
流
の
コ
ル
ン
バ
に
達
し
た
鉄
道
は
最
近
更
に
西
方
ボ
リ
ピ

ア
国
内
に
の
び
て
サ
ン
タ
ク
ル

i
ス
デ
ラ
シ
ェ
ラ
に
達
し
て
い
る
。
乙
れ
を
ブ
ェ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
l

ラ
パ
ス
線
の
オ
ル
ロ
か
ら
東
へ
コ
チ
ャ

パ
ン
パ
迄
来
て
い
る
線
と
連
絡
す
べ
く
計
画
中
で
あ
る
。
こ
れ
が
完
成
す
れ
ば
サ
ン
ト
ス
i
サ
ン
パ
ウ
ロ

l
オ
ル
ロ
i
ラ
パ
ス
l
ア
リ
カ
も

し
く
は
モ
レ
ン
ド
の
南
米
大
陸
の
相
当
幅
広
い
部
分
で
の
大
陸
横
断
鉄
道
が
完
成
す
る
こ
と
と
な
り
期
待
さ
れ
る
。
こ
の
線
は
ブ
ェ
ノ
ス
ア

イ
レ
ス
|
ヴ
ァ
ル
パ
ラ
イ
ソ
間
の
鉄
道
の
略
ぼ
二
倍
の
長
さ
で
、

こ
の
線
以
北
は
ア
マ
ゾ
ン
盆
地
と
な
る
の
で
更
に
南
米
の
幅
の
広
く
な
る

( 4 ) 

部
分
で
大
陸
横
断
鉄
道
を
建
設
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。

パ
ン
パ
ス
以
南
の
南
米
大
陸
の
幅
の
ず
っ
と
狭
い
部
分
で
大
陸
横
断
の
二
線
の
開
通
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
線
は
パ
ン
パ
ス
の
南

の
門
戸
パ
イ
ア
プ
ラ
ン
カ
か
ら
南
下
し
て
、
不
グ
ロ
川
口
に
近
い
カ
ル
メ
ン
デ
パ
タ
ゴ
、
不
ス
を
経
て
サ
ン
ア
ン
ト
ニ
オ
に
至
り
、
西
進
し
て
ア

ン
デ
ス
山
麓
の
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
国
立
公
園
の
湖
沼
地
帯
の
最
大
の
湖
ナ
ウ
エ
ル
ワ
ピ
湖
畔
に
達
し
て
い
る
線
を
チ
リ
の
縦
貫
鉄
道
の
終
点

プ
ェ
ル
ト
モ
ン
ト
に
結
ぼ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
一
九
五
六
年
末
に
計
画
さ
れ
た
新
線
は
、
パ
タ
ゴ
ニ
ア
北
端
を
通
る
線

で
パ
イ
ア
プ
ラ
ン
カ
か
ら
、
不
グ
ロ
川
畔
の
、
不
ウ
ケ
ン
を
経
て
ザ
パ
ラ
迄
通
じ
て
い
る
線
を
ピ
、
不
ハ
チ
ャ
ド
峠
(
一
三
七

O
米
)
で
ア
ン
デ
ス

を
越
え
て
テ
ム
コ
の
北
方
で
チ
リ
縦
貫
鉄
道
に
結
ぼ
う
と
す
る
も
の
で
、

乙
の
線
の
方
が
目
下
建
設
中
と
の
乙
と
で
あ
る
。
こ
の
線
は
ア
ル

ゼ
ン
チ
ン
パ
ン
パ
ス
の
南
端
の
港
と
チ
リ
の
新
工
業
中
心
の
コ
ン
セ
プ
シ
オ
ン
と
を
連
絡
す
る
わ
け
で
、
峠
も
低
い
の
で
冬
も
交
通
可
能
で

そ
の
将
来
性
は
大
き
い
。



山
間
盆
地
及
び
海
岸
と
の
交
通

南
米
大
陸
は
ブ
ラ
ジ
ル
南
部
、

ウ
ル
グ
ア
イ
、

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、

チ
リ
中
南
部
を
除
け
ば
、

そ
の
大
部

分
は
熱
帯
気
候
の
下
に
あ
る
。
従
っ
て
ヴ
ェ
、
不
ズ
エ
ラ
、

コ
ロ
ン
ビ
ア
、

エ
ク
ア
ド
ル
、
ペ
ル

l
の
諸
国
で
は
そ
の
主
要
生
活
空
間
を
ア
ン

デ
ス
山
地
内
部
の
山
間
盆
地
に
求
め
て
い
る
。
こ
の
た
め
北
部
・
中
部
ア
ン
デ
ス
山
地
は
人
口
密
度
の
相
当
高
い
地
域
と
な
っ
て
い
る
。
山

間
盆
地
の
大
き
さ
は
様
々
で
、

そ
の
高
度
も
異
り
、
乾
燥
し
て
い
る
地
域
も
あ
る
が
、

こ
の
地
帯
は
鉱
産
資
源
に
恵
ま
れ
て
い
る
の
で
、
古

く
プ
レ
イ
ン
カ
や
イ
ン
カ
の
文
明
を
展
開
し
て
い
た
。
イ
ン
カ
時
代
か
ら
こ
れ
ら
山
間
の
生
活
空
間
を
結
ぶ
道
路
の
発
達
が
見
ら
れ
た
。
今

日
で
は
い
く
つ
か
の
国
に
分
れ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
生
活
空
間
は
海
へ
の
出
口
を
求
め
て
、
河
川
を
利
用
で
き
な
い
と
き
は
海
岸
と
結
ぶ
鉄
道

を
発
達
さ
せ
て
来
た
。
し
か
し
各
国
の
鉄
道
は
相
互
に
連
絡
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
最
近
殆
ん
ど
完
成
を
見
た
パ
ン
ア
メ
リ
カ

ン
公
路
は
遂
に
こ
れ
ら
の
ア
ン
デ
ス
諸
国
の
生
活
空
間
を
結
び
つ
け
て
、
更
に
乙
れ
を
チ
リ
、

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
パ
ラ
グ
ア
イ
、

ウ
ル
グ
ア

イ
、
ブ
ラ
ジ
ル
な
ど
南
米
の
す
べ
て
の
国
に
結
び
つ
け
た
。
乙
れ
は
イ
ン
カ
時
代
の
道
路
以
上
の
重
要
性
を
も
つ
の
で
あ
る
。
〈
後
述
第
八
節

( 5 ) 

パ
ン
ア
メ
リ
カ
ン
公
路
の
項
参
照
)

ペ
ル

l
、
エ
ク
ア
ド
ル
、

コ
ロ
ン
ビ
ア
の
ア
ン
デ
ス
以
東
の
地
域
は
ア
マ
ゾ
ン
や
オ
リ
ノ
コ
上
流
域
の
熱
帯
密
林
の
地
域
で
今
日
な
お
未

開
発
の
ま
ま
に
残
さ
れ
て
い
る
の
で
、
太
平
洋
岸
か
ら
の
鉄
道
も
ア
ン
デ
ス
以
東
の
低
地
へ
の
延
長
は
全
然
見
ら
れ
な
い
。

ペ
ル
ー
で
は
カ
リ
ャ
オ
か
ら
首
府
リ
マ
を
経
て
ア
ン
デ
ス
を
越
え
る
鉄
道
は
ラ
オ
ロ
ヤ
で
二
分
し
て
山
系
の
方
向
に
、
北
は
セ
ロ
デ
パ
ス

コ
に
、
南
は
ワ
ン
カ
ヨ
南
方
に
達
し
て
い
る
。

(
後
述
鉄
道
の
項
参
照
)
エ
ク
ア
ド
ル
の
グ
ア
ヤ
キ
ル
港
か
ら
東
に
ア
ン
デ
ス
を
こ
え
て
北
方

の
首
府
キ
ト
ー
に
通
じ
て
い
る
鉄
道
は
一
九

O
八
年
に
開
通
し
、
軌
幅
は
一
・

O
六
七
米
、
急
行
は
週
三
回
、
十
七
時
間
を
要
す
る
。
最
高

点
は
約
三
六

O
O米
で
、

ア
ラ
ウ
ン
附
近
に
ル
!
プ
線
と

V
字
形
の
ス
イ
ッ
チ
バ
ッ
ク
を
含
む
二
つ
の
ジ
グ
ザ
ク
区
聞
が
あ
る
。
キ
ト

l
か

ら
北
へ
イ
バ
ラ
迄
達
し
て
い
る
鉄
道
を
延
長
し
て
ア
ン
デ
ス
を
越
え
て
エ
ク
ア
ド
ル
北
端
の
港
サ
ン
ロ
レ
ン
ツ
ォ
に
下
る
鉄
道
は
建
設
中
の

南
米
の
交
通
網
の
地
理
的
特
色
(
山
崎
)

五
一
允
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五
二

O

ょ
う
で
あ
る
。

コ
ロ
ン
ビ
ア
の
太
平
洋
岸
の
港
ブ
ェ
ナ
ヴ
ェ
ン
チ
ュ
ラ
を
起
点
と
す
る
ア
ン
デ
ス
越
え
の
鉄
道
は
軌
幅
一
米
以
下
で
あ
る
が
、

カ
リ
を
経

て
カ
ウ
カ
川
の
谷
を
下
っ
て
メ
デ
リ
ン
に
達
し
て
い
る
。
そ
の
途
中
で
マ
ニ
ザ
レ
ス
か
ら
中
央
コ
ル
デ
ィ
レ
ラ
を
こ
え
て
マ
グ
ダ
レ
ナ
川
畔

の
ホ
ン
ダ
に
達
す
る
線
が
あ
る
。
東
コ
ル
デ
ィ
レ
ラ
の
西
斜
面
に
あ
る
首
府
ボ
ゴ
タ
か
ら
マ
グ
ダ
レ
ナ
川
の
谷
の
河
港
へ
下
る
鉄
道
は
二
本

あ
り
西
北
に
向
う
も
の
は
ホ
ン
ダ
北
方
の
プ
ェ
ル
ト
サ
ル
ガ
ル
へ
、
西
南
に
向
う
も
の
は
ず
っ
と
上
流
の
ギ
ラ
ル
ド
ッ
ト
に
達
し
て
い
て
、

マ
ニ
ザ
レ
ス
か
ら
の
鉄
道
と
は
一
部
分
舟
運
を
利
用
し
て
連
絡
す
る
。
な
お
ボ
ゴ
タ
か
ら
カ
リ
方
面
に
向
う
パ
ン
ア
メ
リ
カ
ン
公
路
は
キ
ン

デ
ィ
ウ
峠
(
三
四
八
九
米
)
で
中
央
コ
ル
デ
ィ
レ
ラ
を
越
え
て
い
る
が
、

こ
れ
に
沿
う
鉄
道
は
な
い
0

・
従
っ
て
ブ
ェ
ナ
ヴ
ェ
ン
チ
ュ
ラ
か
ら

ボ
ゴ
タ
へ
は
自
動
車
で
行
く
こ
と
は
出
来
る
が
、
鉄
道
の
直
通
連
絡
は
な
い
。
カ
リ
経
由
ア
ル
メ
ニ
ア
迄
鉄
道
、

ア
ル
メ
ニ
ア
か
ら
キ
ン
デ

( 6 ) 

ィ
ウ
を
こ
え
て
イ
パ
ケ
迄
道
路
、

そ
こ
か
ら
ギ
ラ
ル
ド
ッ
ト
経
由
ボ
ゴ
タ
迄
鉄
道
で
行
く
の
が
普
通
の
ル

i
ト
で
あ
る
。

な
お
ヴ
ェ
ネ
ズ
エ
ラ
の
首
都
カ
ラ
カ
ス
も
ア
ン
デ
ス
支
脈
上
に
あ
る
が
、

そ
の
高
度
も
大
で
な
く
、

カ
リ
ブ
海
岸
の
ラ
グ
ァ
イ
ラ
港
と
の

聞
に
は
最
近
立
派
な
新
自
動
車
専
用
道
路
が
開
通
し
た
の
で
約
二
十
分
で
達
す
る
。

太
平
洋
岸
平
野
の
交
通

ア
ン
デ
ス
は
太
平
洋
岸
沿
い
に
走
る
の
で
海
岸
平
野
の
幅
は
狭
い
。
北
部
の
コ
ロ
ン
ビ
ア
で
は
中
央
ア
メ
リ
カ

か
ら
の
延
長
の
山
脈
が
海
岸
山
脈
と
な
り
、
西
コ
ル
デ
ィ
レ
ラ
と
の
間
に
北
流
す
る
ア
ト
ラ
ト
川
と
南
流
す
る
サ
ン
ジ
ュ
ア
ン
川
の
谷
が
あ

る
。
エ
ク
ア
ド
ル
に
入
る
と
海
岸
山
脈
は
な
く
、

ア
ン
デ
ス
と
の
間
の
海
岸
平
野
は
や
や
広
く
な
る
。
し
か
し
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
パ
ナ
マ
国
境

か
ら
グ
ア
ヤ
キ
ル
湾
頭
ま
で
の
太
平
洋
沿
岸
は
熱
帯
森
林
で
被
わ
れ
、
全
く
道
路
は
な
く
、
ブ
ェ
ナ
ヴ
ェ
ン
チ
ュ
ラ
以
外
は
内
部
へ
伸
び
る

鉄
道
も
見
ら
れ
な
い
陸
上
交
通
の
発
達
し
て
い
な
い
地
域
と
な
っ
て
い
る
。
ペ
ル
ー
で
は
海
岸
に
後
述
の
如
く
パ
ン
ア
メ
リ
カ
ン
公
路
が
通

る
が
、
海
岸
を
走
る
鉄
道
は
な
い
。
チ
リ
に
入
る
と
海
岸
山
脈
が
あ
っ
て
ア
ン
デ
ス
と
の
聞
に
縦
谷
平
野
が
南
北
に
発
達
し
、

そ
の
中
央
部



の
地
中
海
性
気
候
の
地
域
は
南
米
で
最
も
人
口
密
度
の
高
い
地
域
と
な
っ
て
い
る
。
チ
リ
で
は
縦
谷
平
野
の
北
端
に
近
い
イ
キ
ケ
か
ら
南
端

の
プ
ェ
ル
ト
モ
ン
ト
ま
で
縦
貫
鉄
道
(
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
以
南
は
広
軌
、
以
北
は
軌
幅
一
米
)
が
通
じ
、

乙
れ
と
直
交
し
て
鉱
山
と
港
へ
小
支

線
が
あ
る
。
新
工
業
中
心
地
コ
ン
セ
プ
シ
オ
ン
附
近
で
は
海
岸
に
短
い
平
行
線
も
見
ら
れ
る
。
更
に
ヴ
ァ
ル
パ
ラ
イ
ソ
か
ら
は
前
述
の
ア
ン

デ
ス
越
え
の
大
陸
横
断
鉄
道
が
あ
る
。
ま
た
パ
ン
ア
メ
リ
カ
ン
公
路
が
略
ぼ
縦
貫
鉄
道
に
平
行
し
て
走
り
、
海
岸
の
港
と
も
連
絡
し
て
い
る
。

チ
リ
最
南
部
パ
タ
ゴ
ニ
ア
で
は
、
海
岸
山
脈
は
多
く
の
島
に
断
裂
し
、

一
部
山
麓
と
つ
な
が
っ
て
半
島
を
な
す
場
合
も
あ
る
。
縦
谷
平
野

の
延
長
は
水
道
と
な
り
、
極
め
て
複
雑
な
海
岸
線
を
形
成
し
て
い
る
。
乙
こ
に
は
道
路
も
な
く
、
南
米
に
於
て
陸
上
交
通
の
最
も
発
達
し
て

い
な
い
地
域
の
一
つ
で
、
僅
か
に
最
北
の
チ
ロ
エ
島
北
部
に
短
い
鉄
道
が
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。
最
近
人
口
増
加
の
著
し
い
新
州
の
主
都
プ
ェ

ル
ト
ア
イ
ゼ
ン
か
ら
東
へ
ア
ン
デ
ス
を
越
え
て
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
パ
タ
ゴ
ニ
ア
の
石
油
産
地
コ
モ
ド
ロ
リ
ヴ
ァ
ダ
ヴ
ィ
ア
に
通
ず
る
一
本
の
道

路
が
、
不
便
な
沿
岸
航
路
以
外
の
唯
一
の
連
絡
路
で
あ
る
。

( 7 ) 

四

ア

て?

ゾ

ン

盆

士也

南
米
の
北
部
を
占
め
る
ア
マ
ゾ
ン
盆
地
は
一
面
熱
帯
密
林
に
被
わ
れ
て
い
て
、
川
筋
以
外
は
足
を
踏
み
入
れ
る
乙
と
も
で
き
な
い
の
で
、

河
川
が
唯
一
の
交
通
路
と
な
っ
て
い
る
。
ア
マ
ゾ
ン
盆
地
に
オ
リ
ノ
コ
上
流
域
を
加
え
た
六
六
五
・
二
万
平
方
粁
の
広
漠
た
る
地
域
は
道
路

も
鉄
道
も
そ
の
発
達
を
ゆ
る
さ
な
い
他
大
陸
に
例
を
あ
ま
り
見
な
い
広
い
特
色
あ
る
交
通
地
域
と
な
っ
て
い
る
。

ア
マ
ゾ
ン
本
流
で
は
航
洋
汽
船
が
迄
か
に
ブ
ラ
ジ
ル
と
ペ
ル

l
の
国
境
を
乙
え
て
イ
キ
ト
ス
迄
達
す
る
。
そ
の
距
離
は
河
口
か
ら
実
に
約

三
七

O
O粁
に
上
る
。
更
に
上
流
へ
も
汽
船
を
通
じ
、
更
に
小
船
に
よ
れ
ば
ア
ン
デ
ス
の
東
麓
に
達
し
て
旧
来
の
車
道
或
は
ラ
パ
道
に
接
続

す
る
。
即
ち
北
の
支
流
フ
ツ
マ
ヨ
川
の
上
流
か
ら
は
コ
ロ
ン
ビ
ア
南
部
の
パ
ス
ト
へ
通
じ
、

ウ
カ
ヤ
ニ
川
を
さ
か
の
ぼ
れ
ば
プ
カ
ル
パ
で
セ

南
米
の
交
通
網
の
地
理
的
特
色
(
山
崎
)

五
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五

ロ
デ
パ
ス
コ
を
経
て
カ
リ
ャ
オ
に
通
ず
る
道
路
に
接
続
し
て
太
平
洋
岸
に
出
る
乙
と
が
で
き
る
。
な
お
カ
リ
ャ
オ
・
リ
マ
か
ら
セ
ロ
デ
パ
ス

コ
に
来
て
い
る
鉄
道
を
プ
カ
ル
パ
に
延
長
の
工
事
が
完
成
す
れ
ば
ア
マ
ゾ
ン
水
運
と
の
連
絡
が
で
き
、
熱
帯
で
大
陸
の
横
断
が
可
能
と
な
る
。

ア
マ
ゾ
ン
右
岸
の
大
支
流
の
マ
デ
イ
ラ
川
で
は
テ
オ
ト
ニ
オ
滝
下
流
の
プ
ェ
ル
ト
ヴ
ェ
ル
ホ
迄
航
洋
汽
船
が
遡
航
す
る
。
そ
の
上
流
の
急

流
部
に
平
行
し
て
サ
ン
ア
ン
ト
ニ
オ
l

グ
ア
ハ
ラ
ミ
リ
ム
(
ボ
リ
ビ
ア
国
境
)
間
三
六
三
粁
に
ア
マ
ゾ
ン
盆
地
内
部
唯
一
の
鉄
道
が
あ
る
。

乙
の
鉄
道
は
恐
ら
く
世
界
で
最
も
ス
ピ
ー
ド
の
お
そ
い
鉄
道
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
に
よ
っ
て
内
陸
国
ボ
リ
ビ
ア
は
大
西
洋
へ
の
通
路

を
提
供
さ
れ
て
い
る
。

マ
デ
イ
ラ
の
上
流
は
マ
ド
レ
ド
デ
ィ
オ
ス
、

ベ
ニ
、

マ
モ
レ
の
三
川
に
分
れ
、

こ
れ
ら
の
川
を
さ
か
の
ぼ
れ
ば
、
ぺ

ル
l
の
ク
ス
コ
、
ボ
リ
ビ
ア
の
ラ
パ
ス
、

コ
チ
ャ
パ
ン
パ
へ
の
道
に
接
続
す
る
。
そ
の
う
ち
ベ
ニ
川
上
流
の
ル
レ
ナ
パ
ケ
と
ラ
パ
ス
聞
に
は

鉄
道
建
設
の
計
画
が
あ
る
。

左
岸
の
大
支
流
、
不
グ
ロ
川
の
上
流
は
オ
リ
ノ
コ
上
流
と
連
絡
し
て
い
る
。
ネ
グ
ロ
川
の
支
流
ブ
ラ
ン
コ
川
に
よ
れ
ば
、
北
方
ギ
ア
ナ
山
地

( 8 

の
内
部
へ
も
侵
入
で
き
る
。
し
か
し
ギ
ア
ナ
山
地
の
南
部
は
全
く
未
開
発
地
で
あ
る
。

マ
ナ
ウ
ス
は
広
漠
た
る
ア
マ
ゾ
ン
流
域
の
産
物
の
集
散
地
で
、

ア
マ
ゾ
ン
水
運
の
重
要
区
間
で
あ
る
河
口
の
ベ
レ
ム
と
の
聞
は
、
船
で
四

日
を
要
す
る
。

ア
マ
ゾ
ン
本
流
の
南
約
二

O
O粁
に
東
西
に
濠
布
線
が
あ
り
、
西
は
前
述
の
マ
デ
イ
ラ
川
の
テ
オ
ト
ニ
オ
滝
で
終
っ
て
い
る
。
従
っ
て
右

岸
の
大
支
流
の
タ
パ
ジ
ョ
ス
、

シ
ン
グ
!
、

マ
ラ
ジ
ョ
島
の
南
で
リ
オ
パ
ラ
と
な
っ
て
大
西
洋
に
注
、
ぐ
ト
カ
ン
テ
ィ
ス
川
な
ど
い
ず
れ
も
本

流
か
ら
短
区
間
よ
り
汽
船
の
遡
航
が
で
き
な
い
。
爆
布
線
以
南
の
ブ
ラ
ジ
ル
台
地
内
奥
の
サ
ヴ
ァ
ン
ナ
へ
の
進
入
は
困
難
で
、

そ
こ
は
原
住

民
の
樹
皮
製
の
舟
同
吉
弘

g
Z
2
の
み
の
活
躍
舞
台
で
、
開
拓
は
全
く
進
ん
で
い
な
い
。
最
も
東
の
ト
カ
ン
テ
ィ
ス
川
で
は
遡
航
終
点
の
ツ

ク
ル
イ
の
上
流
の
急
流
部
を
へ
だ
て
て
迄
か
上
流
で
マ
ッ
ト
グ
ロ
ッ
ソ
と
ゴ
イ
ア
ス
の
州
境
を
な
す
部
分
に
相
当
長
い
可
航
区
間
が
あ
る
。



乙
の
サ
ヴ
ァ
ン
ナ
地
域
に
東
西
横
断
鉄
道
を
建
設
す
る
こ
と
は
多
く
の
川
を
渡
ち
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
建
設
は
不
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
上

流
部
で
西
の
マ
デ
イ
ラ
川
の
滝
の
下
の
。
フ
ェ
ル
ト
ヴ
ェ
ル
ホ
か
ら
南
東
ヘ
パ
ラ
グ
ア
イ
川
上
流
の
ク
イ
ア
パ
へ
の
道
路
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
か
ら
東
へ
は
ブ
ラ
ジ
ル
の
新
首
府
と
し
て
建
設
途
上
の
ブ
ラ
ジ
リ
ア
(
ゴ
イ
ア
ニ
ア
)
を
経
て
ア
ナ
ポ
リ
ス
へ
の
道
が
あ
り
、

こ
こ
か

ら
南
へ
は
サ
ン
パ
ウ
ロ
へ
鉄
道
が
あ
る
。
ア
ナ
ポ
リ
ス
か
ら
ト
カ
ン
テ
ィ
ス
川
の
東
方
を
北
上
し
て
遠
く
ア
マ
ゾ
ン
川
口
の
ベ
レ
ム
ま
で
の

道
路
も
計
画
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
実
現
は
容
易
で
は
な
い
。

五

ラ
プ
ラ
タ
流
域
と
パ
ン
パ
ス

南
米
の
温
帯
を
南
北
に
貫
流
す
る
ラ
プ
ラ
タ
水
系
は
こ
の
地
域
の
交
通
の
大
動
脈
で
、
下
流
に
南
米
の
最
も
重
要
な
生
産
空
間
の
パ
ン
パ

ス
が
あ
る
。
従
っ
て
ラ
プ
ラ
タ
水
系
は
北
の
熱
帯
密
林
中
を
流
れ
る
ア
マ
ゾ
ン
水
系
よ
り
迄
か
に
重
要
性
は
大
で
、
河
港
も
よ
く
発
達
し
て

ー
'
コ
O

B
L
V
.

，q
 

上
流
は
パ
ラ
グ
ア
イ
川
と
呼
ば
れ
、

マ
ッ
ト
グ
ロ
ッ
ソ
台
地
の
ク
イ
ア
パ
(
前
節
参
照
)
ま
で
水
運
の
便
が
あ
る
。
湿
地
を
南
流
し
て
コ
ル

ン
パ
で
ブ
ラ
ジ
ル
の
東
西
横
断
鉄
道
(
サ
ン
パ
ウ
ロ
l

サ
ン
タ
ク
ル

l
ス
間
)
と
交
文
す
る
。
そ
れ
以
南
の
右
岸
は
パ
-
フ
グ
ア
イ
西
半
の
チ

ャ
コ
ボ
レ
ア
ル
で
南
米
内
奥
の
最
未
開
地
の
一
つ
で
、
チ
リ
の
パ
タ
ゴ
ニ
ア
と
共
に
交
通
の
最
も
発
達
し
て
い
な
い
地
域
で
あ
る
。
ア
ス
ン

シ
オ
ン
よ
り
下
流
で
東
か
ら
大
支
流
パ
ラ
ナ
川
を
入
れ
る
。
パ
ラ
ナ
川
の
上
流
は
パ
ラ
ナ
イ
パ
川
と
テ
ィ
エ
テ
川
に
分
れ
、
遠
く
ブ
ラ
ジ
ル

高
原
の
内
部
に
発
し
て
い
る
。
両
河
合
流
点
の
ジ
ュ
ピ
ア
が
水
運
の
終
点
で
前
述
の
サ
ン
パ
ウ
ロ
1
l
サ
ン
タ
ク
ル

l
ス
聞
の
鉄
道
と
連
絡
す

る
。
途
中
サ
ン
ト
ス
デ
ル
グ
ア
イ
ラ
滝
の
部
分
に
は
平
行
す
る
短
い
補
助
鉄
道
が
あ
る
。
東
か
ら
パ
ラ
ナ
川
へ
注
ぐ
支
流
に
は
滝
が
多
く
水

運
は
発
達
し
て
い
な
い
。
最
大
の
滝
は
ブ
ラ
ジ
ル
、
パ
ラ
グ
ア
イ
、

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
三
国
々
境
の
イ
グ
ア
ス
の
大
爆
布
で
、
同
名
の
川
の
パ

南
米
の
交
通
網
の
地
理
的
特
色
(
山
崎
)

五
二
三
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五
二
四

ラ
ナ
へ
の
合
流
点
の
す
ぐ
上
流
に
あ
る
。

パ
ラ
グ
ア
イ
川
と
パ
ラ
ナ
川
の
合
流
点
よ
り
下
流
で
は
東
に
平
行
す
る
ウ
ル
グ
ア
イ
川
が
あ
り
、
河
間
の
土
地
は
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
メ
ソ

ポ
タ
ミ
ア
と
呼
ば
れ
る
。
ラ
プ
ラ
タ
川
口
の
湾
入
部
の
西
岸
に
南
半
球
最
大
の
都
市
ブ
ェ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
が
あ
り
、
水
陸
交
通
の
大
中
心
を

な
す
。ラ

プ
ラ
タ
の
水
運
は
早
く
か
ら
利
用
さ
れ
、

一
五
三
七
年
建
設
さ
れ
た
ア
ス
ン
シ
オ
ン
は
南
米
南
東
部
の
ス
ペ
イ
ン
植
民
地
の
核
心
で
、

乙
こ
か
ら
チ
ャ
コ
を
横
断
し
て
北
西
へ
進
ん
で
ボ
リ
ビ
ア
に
サ
ン
タ
ク
ル

1
ス
を
建
設
し
、
東
は
今
日
の
パ
ラ
グ
ア
イ
東
部
を
征
服
し
た
。

ま
た
南
へ
川
を
下
っ
て
一
五
七
三
年
に
サ
ン
タ
フ
ェ
を
、

一
五
八

O
年
に
ブ
ェ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
を
そ
の
放
棄
後
四
十
三
年
で
こ
れ
を
再
建
し

た
。
パ
ラ
ナ
川
は
そ
の
後
定
期
航
路
と
し
て
利
用
さ
れ
て
来
た
が
、
下
流
の
サ
ン
タ
フ
ェ
と
川
口
と
の
聞
の
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
側
は
毎
年
著
し

絡
さ
れ
た
五
つ
の
ド
ッ
ク
(
港
区
)
と
支
流
ア
チ
ュ
エ
ロ
川
岸
に
あ
っ
て
、

こ
れ
に
導
く
南
北
の
運
河
も
あ
る
整
っ
た
港
湾
施
設
を
も
っ
て

( 10 ) 

い
洪
水
が
あ
り
、
水
路
は
変
り
易
く
、
荷
上
げ
に
も
困
難
な
欠
点
が
あ
っ
た
。
現
在
の
ブ
ェ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
港
は
川
岸
八
粁
に
わ
た
っ
て
連

い
る
全
く
の
人
工
港
で
あ
る
。
ア
ス
ン
シ
オ
ン
迄
は
航
洋
汽
船
を
通
じ
、
ブ
ェ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
と
の
間
に
は
週
二
固
定
期
船
が
あ
る
が
、
船

で
イ
ピ
ク
イ
迄
行
き
、

そ
こ
で
鉄
道
に
乗
換
え
る
方
法
も
あ
る
。

ラ
プ
ラ
タ
下
流
右
岸
に
展
開
す
る
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
パ
ン
パ
ス
は
南
米
に
於
て
鉄
道
密
度
の
最
も
高
い
地
域
で
あ
る
。
そ
の
焦
点
を
な
す
の

は
ブ
ェ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
で
、
最
初
の
鉄
道
開
通
は
一
八
五
七
年
で
あ
る
。

(
イ
ギ
リ
ス
の
鉄
道
の
は
じ
め
は
一
八
三

O
年
、
日
本
の
は
じ
め
は
一
八

七
二
年
〉

現
在
西
へ
メ
ン
ド
サ
経
由
ア
ン
デ
ス
越
え
の
チ
り
へ
の
国
際
線
、
北
西
へ
ロ
ザ
リ
オ
経
由
後
二
分
し
て
ツ
ク
マ
ン
で
合
し
、
更
に

サ
ル
タ
で
二
分
し
て
西
へ
向
い
ア
ン
デ
ス
を
越
え
て
チ
リ
の
ア
ン
ト
フ
ァ
ガ
ス
タ
に
、
北
ヘ
ボ
リ
ビ
ア
に
入
っ
て
オ
ル
ロ
経
由
ラ
パ
ス
に
達

す
る
国
際
線
が
あ
る
。
後
者
は
古
く
か
ら
の
イ
ン
カ
の
道
で
、

ス
ペ
イ
ン
探
検
隊
の
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
へ
の
侵
入
路
も
こ
れ
を
と
っ
て
い
る
。



ブ
ェ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
か
ら
南
へ
派
出
す
る
鉄
道
で
は
パ
ン
パ
ス
南
端
の
港
パ
イ
ア
プ
ラ
ン
カ
と
、

マ
ル
デ
ル
プ
ラ
タ
に
達
す
る
こ
線
が
幹

線
で
あ
る
。

こ
れ
ら
幹
線
と
そ
の
中
間
に
は
今
日
多
く
の
鉄
道
が
プ
ェ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
を
中
心
に
放
射
状
に
発
達
し
、
更
に
こ
れ
ら
を
結
ぶ
同
心
円
状

の
線
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
鉄
道
は
殆
ん
ど
が
軌
幅
一
・
六
乃
至
一
・
六
七
米
の
広
軌
で
あ
る
。
サ
ン
タ
フ
ェ
!
コ
ル
ド
パ
以
北
及
び
メ
ソ
ポ

タ
ミ
ア
の
鉄
道
発
達
は
遥
か
に
パ
ン
パ
ス
よ
り
劣
り
、
軌
幅
も
狭
い
。
し
か
し
最
近
は
チ
ャ
コ
開
発
の
た
め
に
鉄
道
が
次
第
に
延
長
さ
れ
つ

つ
あ
る
。

ア
ス
ン
シ
オ
ン
か
ら
南
下
す
る
鉄
道
は
標
準
軌
幅
で
、
パ
ラ
ナ
川
岸
の
エ
ン
カ
ル
ナ
シ
オ
ン
で
フ
ェ
リ
ー
で
ポ
サ
デ
ス
に
渡
り
、

ウ
ル
グ

ア
イ
川
右
岸
を
南
下
、

コ
ン
コ
ル
デ
ィ
ア
で
川
を
離
れ
て
後
、
再
び
ラ
プ
ラ
タ
下
流
を
フ
ェ
リ
ー
で
渡
っ
て
ブ
ェ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
に
通
じ
、

( 11 ) 

国
際
線
と
し
て
役
立
っ
て
い
る
。

ウ
ル
グ
ア
イ
の
モ
ン
テ
ヴ
ィ
デ
オ
も
国
内
交
通
の
中
心
で
放
射
状
の
鉄
道
を
派
出

υ、
北
方
へ
の
び
る
線
は
ブ
ラ
ジ
ル
に
入
っ
て
サ
ン
タ

マ
ル
タ
経
由
サ
ン
パ
ウ
ロ
に
達
し
て
い
る
。
し
か
し
軌
幅
一
米
で
定
期
運
転
を
し
て
い
な
い
の
で
、
航
路
に
比
し
て
時
間
の
短
縮
に
な
ら
な

い
の
で
国
際
線
と
は
い
え
な
い
状
況
で
あ
る
。

-'-J、

ブ

ラ

ジ

Jレ

台

地

ブ
ラ
ジ
ル
台
地
で
は
東
縁
に
位
す
る
リ
オ
デ
ジ
ャ
、
不
イ
ロ
と
サ
ン
パ
ウ
ロ
の
二
つ
の
百
万
都
市
が
陸
上
交
通
の
大
中
心
と
な
っ
て
い
る
。

鉄
道
網
は
両
都
市
を
中
心
に
そ
の
後
背
地
の
ミ
ナ
ス
ジ
ェ
ラ
ス
州
南
部
と
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
に
放
射
状
に
発
達
し
、

一
部
は
州
境
を
越
え
て
の

び
て
い
る
。
乙
の
地
域
は
南
米
で
は
パ
ン
パ
ス
に
次
い
で
鉄
道
網
が
発
達
し
て
い
る
。
リ
オ
ー
サ
ン
パ
ウ
ロ
、
リ
オ
l

ベ
ロ
ホ
リ
ゾ
ン
テ
、

南
米
の
交
通
網
の
地
理
的
特
色
(
山
崎
)

五
二
五
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五
二
六

サ
ン
ト
ス
|
サ
ン
パ
ウ
ロ
1

リ
ベ
イ
ロ
ン
プ
レ
ー
ト
間
な
ど
は
標
準
軌
幅
で
あ
る
が
、
他
の
線
は
多
く
狭
軌
で
あ
る
。
長
距
離
線
に
は
、

サ

ン
パ
ウ
ロ
|
サ
ン
タ
ク
ル

l
ス、

サ
ン
パ
ウ
ロ
l

モ
ン
テ
ヴ
ィ
デ
オ
、

サ
ン
パ
ウ
ロ

l
ア
ナ
ポ
リ
ス
、
リ
オ

l
サ
ル
ヴ
ァ
ド
ル
線
が
あ
る
。

リ
オ
か
ら
サ
ン
パ
ウ
ロ

i
ア
ナ
ポ
リ
ス
線
へ
の
連
絡
も
あ
り
、
や
が
て
ア
ナ
ポ
リ
ス
の
手
前
か
ら
ブ
ラ
ジ
リ
ア
を
経
て
更
に
西
方
へ
の
鉄
道

建
設
の
工
事
が
進
ら
れ
て
い
て
、
ブ
ラ
ジ
ル
政
府
は
内
陸
開
発
の
熱
意
を
示
し
て
い
る
。
ベ
ロ
ホ
リ
ゾ
ン
テ
か
ら
は
ミ
ナ
ス
ジ
ェ
ラ
ス
の
鉱

産
地
へ
鉄
道
が
出
て
い
て
、

そ
の
一
線
は
イ
タ
ピ
ラ
鉱
山
を
経
て
、

そ
の
鉄
鉱
の
積
出
港
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
に
至
る
も
の
が
あ
る
。
ま
た
サ
ン

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
川
上
流
の
水
運
の
終
点
ピ
ラ
ポ
ラ
へ
の
線
も
あ
る
。

乙
の
ほ
か
ブ
ラ
ジ
ル
台
地
東
縁
の
レ
シ
フ
ェ
、

ナ
タ
ル
、

フ
ォ
ル
タ
レ
ザ
な
ど
の
港
か
ら
は
内
陸
へ
い
ず
れ
も
短
い
開
拓
鉄
道
を
派
出
し

て
い
る
。
サ
ル
ヴ
ァ
ド
ル
は
前
述
の
如
く
リ
オ
と
結
ぶ
ほ
か
、
北
西
へ
の
び
る
鉄
道
は
や
が
て
サ
ン
ル
イ
か
ら
南
下
す
る
鉄
道
と
連
絡
す
る

ブ
ラ
ジ
ル
台
地
は
大
西
洋
岸
に
急
斜
面
で
終
っ
て
い
る
の
が
鉄
道
に
と
っ
て
は
な
や
み
と
な
っ
て
い
る
。
従
っ
て
大
西
洋
に
流
入
す
る
河

く12) 

予
定
で
あ
る
。

川
も
ま
た
最
下
流
部
の
み
河
口
か
ら
水
運
の
便
が
あ
る
。
最
大
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
川
に
は
パ
ウ
ロ
ア
ホ
ン
ゾ
滝
が
あ
り
、

そ
れ
よ
り
下

流
と
サ
ル
ヴ
ァ
ド
ル
か
ら
の
鉄
道
と
の
交
点
よ
り
上
流
は
長
区
間
水
運
の
便
が
あ
る
。
し
か
し
急
流
部
に
は
河
川
に
平
行
す
る
補
助
鉄
道
の

見
ら
れ
な
い
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
な
お
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
川
川
口
に
は
大
き
い
町
は
な
い
。

七

そ

の

他

の

地

域

ギ
ア
ナ
山
地
か
ら
北
流
し
て
大
西
洋
に
注
ぐ
川
も
滝
が
多
く
、
最
下
流
の
み
舟
運
の
便
が
あ
る
。
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
、
パ
ラ
マ
リ
ボ
か
ら

は
内
陸
へ
短
い
開
拓
鉄
道
が
あ
る
。
英
領
ギ
ア
ナ
の
デ
メ
ラ
ラ
鉄
道
は
南
米
最
古
の
鉄
道
で
あ
る
。
ギ
ア
ナ
山
地
内
部
は
一
部
は
未
探
検
地



で
道
路
も
な
く
、
交
通
は
ラ
パ
な
ど
に
よ
る
よ
り
外
は
な
い
。

オ
リ
ノ
コ
川
は
大
き
い
の
で
、

シ
ュ
!
ダ
!
ト
ボ
リ
バ
ー
ル
よ
り
下
流
は
航
洋
汽
船
を
通
ず
る
。
ヴ
ェ
、
不
ズ
エ
ラ
東
部
の
鉄
鉱
の
積
出
と

共
に
ζ

の
下
流
水
運
も
重
要
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
中
上
流
は
未
開
発
地
を
流
れ
る
。

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
南
部
の
パ
タ
ゴ
ニ
ア
の
半
砂
漠
台
地
に
は
北
部
に
二
本
の
大
陸
横
断
鉄
道
が
実
現
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
は
前
述
し
た
。

な
お
一
九
五
一
年
に
最
南
部
に
リ
オ
ツ
ル
ビ
オ
炭
坑
と
リ
オ
ガ
レ
ナ
ス
を
結
ぶ
、
軌
幅
二
吹
五
・
五
吋
、
長
さ
約
二
五

O
粁
の
鉄
道
が
建
設

さ
れ
た
。
北
部
の
コ
ロ
ラ
ド
、
ネ
グ
ロ
、
南
の
サ
ン
タ
ク
ル

1
ス
の
諸
河
の
水
運
も
汽
船
の
航
行
は
制
限
さ
れ
て
い
る
。
道
路
は
海
岸
沿
い

と
ア
ン
デ
ス
の
前
山
地
帯
の
ほ
か
横
断
路
も
あ
る
が
、

一
般
に
な
お
交
通
は
不
便
で
あ
る
。

入

各
種
交
通
網
の
特
色

( /3 ) 

鉄
道

南
米
で
は
第
一
次
大
戦
後
外
国
貿
易
の
極
端
な
依
存
を
脱
し
て
国
内
資
源
の
開
発
を
計
る
と
共
に
、
鉄
道
の
重
要
性
は
認
識
さ
れ

て
そ
の
建
設
が
進
め
ら
れ
た
。
工
業
化
の
進
展
と
共
に
最
近
で
も
新
線
は
各
国
で
計
画
さ
れ
、
内
陸
へ
の
延
長
、
鉄
道
の
な
い
地
域
で
の
新

設
も
行
わ
れ
て
い
る
。
鉄
道
は
貨
物
(
主
と
し
て
農
畜
産
物
)
の
積
出
し
を
目
的
と
す
る
も
の
が
大
部
分
で
あ
る
。

鉄
道
の
軌
幅
は
不
統
一
で
、

一
国
内
で
も
軌
幅
の
様
々
の
線
が
あ
る
場
合
が
珍
し
く
な
い
。
従
っ
て
交
通
上
不
便
で
あ
る
が
、

乙
れ
は
外

国
資
本
に
よ
っ
て
別
々
に
建
設
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
最
近
各
国
で
建
設
さ
れ
る
新
線
に
は
軌
幅
の
統
一
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

軌
幅
の
種
類
を
あ
げ
る
と
、
五
択
六
吋
、
五
呪
三
吋
、
五
択
、
四
択
八
吋
半
、
三
択
六
吋
、
一
米
、
三
択
、
二
回
以
六
吋
、
二
択
五
吋
半
、
二
択
と
様
々
で
、
こ
の
中
で
五
吹

六
吋
の
広
軌
、
四
四
円
八
吋
半
(
一
・
四
三
五
米
)
の
標
準
軌
、
一
米
の
狭
軌
が
大
部
分
で
あ
る
。

統
計
は
古
い
が
二
九
二
六
年
(
延
長
約
九
万
粁
)
当
時
の
割
合
を
見
る
と
、
広
軌
約
二
七
%
、
標
準
軌
約
一
O
%
、
軌
幅
一
米
乃
至
そ
れ
以
下
が
五
O
%
強
と
な
っ
て
い
る
。

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
鉄
道
は
現
在
固
有
で
あ
る
が
、

五
八
%
は
イ
ギ
リ
ス
資
本
、

一
一
%
は
フ
ラ
ン
ス
資
本
で
建
設
さ
れ
た
も
の
で
、

チ

南
米
の
交
通
網
の
地
理
的
特
色
(
山
崎
〉

五
二
七
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五
二
八

の
縦
貫
鉄
道
も
イ
ギ
リ
ス
や
米
国
の
資
本
に
よ
っ
て
い
る
。

鉄
道
は
元
来
開
拓
鉄
道
と
し
て
海
港
を
起
点
と
し
て
内
陸
へ
延
び
た
も
の
で
、

そ
れ
が
二
線
、
三
線
と
な
り
、

一
部
の
地
域
で
は
遂
に
放

射
状
の
鉄
道
網
に
発
達
し
た
。
大
体
後
背
地
の
交
通
網
の
発
達
は
港
の
大
き
さ
に
比
例
し
て
い
る
。

4
〈

2
5
M
V。
立
回
口
仏
O
M
n
w

巧
mwmFEmgロ

H
句
切

ω・
に
よ
れ
ば
、
南
米
に
は
大
港
と
し
て
プ
ェ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
、
リ
オ
デ
ジ
ャ
、
不
イ
ロ
、

モ
ン
テ
ヴ
ィ
デ
オ
の
三
港
、
中
港
と
し
て
は
ラ

プ
ラ
夕
、

ロ
ザ
リ
オ
、

サ
ン
ト
ス
、

サ
ル
ヴ
ァ
ド
ル
、

レ
シ
ー
ブ
ェ
、
パ
ラ
(
ベ
レ
ム
〉
、
ラ
グ
ァ
イ
ラ
、
パ
ラ
ン
キ
ラ
、

カ
リ
ャ
オ
、

ア
ン

ト
フ
ァ
ガ
ス
夕
、
ヴ
ァ
ル
パ
ラ
イ
ソ
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
大
港
の
中
で
は
モ
ン
テ
ヴ
イ
デ
オ
が
梢
々
劣
る
。
中
港
の
中
で
は
ロ
ザ
リ
オ
に

鉄
道
の
集
中
が
最
も
著
し
い
。
パ
イ
7
aフ
ラ
ン
カ
は
パ
ン
パ
ス
南
部
の
鉄
道
集
中
点
で
あ
る
が
、
港
と
し
て
は
こ
の
リ
ス
ト
に
は
。
フ
ェ
ル
ト

カ
ル
ヴ
ァ
ン
な
ど
若
干
の
衛
星
港
が
小
港
の
中
に
あ
げ
ら
れ
て
い
て
、

そ
れ
自
身
は
で
て
い
な
い
。
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
バ
ラ
ン
キ
ラ
は
例
外
で
、

い
に
ホ
ン
ダ
か
ら
下
流
へ
鉄
道
敷
設
の
計
画
が
あ
る
が
、

ク
ク
タ
の
西
方
迄
で
、

そ
れ
よ
り
下
流
は
湿
地
帯
な
の
で
鉄
道
の
建
設
は
不
可
能

( 14 ) 

マ
グ
ダ
レ
ナ
川
口
に
あ
っ
て
、

こ
の
国
の
河
川
交
通
の
中
心
地
で
あ
る
が
、

こ
こ
か
ら
内
陸
へ
の
鉄
道
は
見
ら
れ
な
い
。
マ
グ
ダ
レ
ナ
川
沿

で
、
ま
た
必
要
も
な
い
。
小
港
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
も
の
は
実
に
数
が
多
い
が
、
そ
の
中
で
内
陸
へ
重
要
な
鉄
道
が
延
び
て
い
る
の
は
、

太
平
洋
岸
で
は
モ
レ
ン
ド
、

ア
リ
カ
、

イ
キ
ケ
、
グ
ア
ヤ
キ
ル
、
ブ
ェ
ナ
ヴ
ェ
ン
テ
ュ
ラ
、
大
西
洋
岸
で
は
ナ
タ
ル
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
、
ポ

ル
ト
ア
レ
グ
レ
な
ど
で
あ
る
。
小
港
の
大
部
分
は
内
陸
へ
の
鉄
道
を
も
っ
て
い
る
。
し
か
し
極
小
港
に
数
え
ら
れ
て
い
る
も
の
の
中
に
も
内

陸
へ
の
鉄
道
が
あ
る
港
は
ペ
ル

l
、
チ
リ
、
ブ
ラ
ジ
ル
に
多
い
。

内
陸
に
あ
っ
て
鉄
道
網
の
結
節
点
に
あ
た
る
都
市
と
し
て
は
、
ボ
ゴ
夕
、
、
ラ
パ
ス
、

ツ
ク
マ
ン
、

コ
ル
ド
パ
、

メ
ン
ド
サ
、

リ
ベ
イ
ロ

ン
プ
レ
ー
ト
、

ベ
ロ
ホ
リ
ゾ
ン
テ
な
ど
を
あ
げ
る
乙
と
が
で
き
る
。

そ
の
他
の
特
色
と
し
て
は
、
南
米
で
は
ア
ヲ
リ
カ
の
よ
う
に
、
河
川
の
急
流
部
に
平
行
す
る
補
助
鉄
道
は
割
合
少
い
。
ま
た
山
地
の
鉄
道
で



は
ペ
ル
!
の
オ
ロ
ヤ
鉄
道
の
如
く
、
難
工
事
で
知
ら
れ
、
ガ
レ
ラ
ト
ン
、
不
ル
附
近
は
海
抜
四
八
四

O
米
で
世
界
最
高
所
の
鉄
道
で
あ
る
。

内
陸
水
路

ア
マ
ゾ
ン
盆
地
で
は
河
川
が
唯
一
の
交
通
機
関
で
あ
る
。
熱
帯
密
林
は
容
易
に
植
民
者
を
引
き
つ
け
な
か
っ
た
。
資
源
と
し

て
は
野
生
ゴ
ム
よ
り
な
か
っ
た
こ
の
流
域
に
最
近
発
見
さ
れ
た
石
油
や
マ
ン
ガ
ン
が
オ
リ
ノ
コ
下
流
の
よ
う
に
こ
こ
の
水
運
を
ど
の
程
度
活

滋
に
す
る
か
は
未
知
数
で
あ
る
。
ラ
プ
ラ
タ
水
系
も
よ
く
利
用
さ
れ
て
い
る
が
、
ブ
ェ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
|
ア
ス
ン
シ
オ
ン
聞
の
如
く
鉄
道
も

利
用
さ
れ
、
ま
た
自
動
車
道
路
も
通
じ
て
い
て
併
用
さ
れ
て
い
る
。
ウ
ル
グ
ア
イ
川
は
ス
ペ
イ
ン
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
領
土
の
間
(
現
在
は
国

境
)
を
流
れ
て
い
る
た
め
、
対
立
す
る
両
岸
の
国
の
関
係
か
ら
従
来
あ
ま
り
利
用
さ
れ
な
か
っ
た
。
ブ
ラ
ジ
ル
台
地
の
河
川
で
利
用
価
値
の

大
き
い
の
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
川
の
み
で
、
東
流
し
て
大
西
洋
に
入
る
河
川
は
地
形
上
遡
航
は
極
め
て
短
区
聞
に
限
ら
れ
内
部
の
開
拓
の

進
度
を
お
く
ら
せ
て
い
る
。

き
河
流
も
な
い
。
コ
ロ
ン
ビ
ア
で
は
三
山
脈
の
聞
を
北
流
す
る
カ
ウ
カ
、

マ
グ
ダ
レ
ナ
な
ど
の
河
川
は
鉄
道
や
道
路
と
結
合
し
て
こ
の
国
の

( 15 ) 

ア
ン
デ
ス
西
斜
面
で
は
河
川
は
短
く
て
一
般
に
あ
ま
り
利
用
さ
れ
て
い
な
い
。
殊
に
ペ
ル
ー
か
ら
チ
リ
北
部
の
乾
燥
地
帯
に
は
利
用
す
べ

主
要
交
通
体
系
を
形
成
し
て
い
る
。

道
路
と
自
動
車
交
通

南
米
で
は
自
動
車
の
到
来
以
後
鉄
道
の
延
長
よ
り
道
路
の
建
設
に
関
心
が
増
加
し
た
。

一
九
三
九
年
以
来
工
業
化

進
展
と
共
に
隣
国
の
鉄
道
と
の
連
絡
の
困
難
か
ら
原
料
と
製
品
の
輸
送
の
両
面
か
ら
道
路
の
建
設
は
必
要
と
な
っ
た
。

ア
ン
デ
ス
地
域
に
古
く
か
ら
あ
っ
た
路
は
パ
ン
ア
メ
リ
カ
ン
公
路
に
踏
襲
さ
れ
た
。
パ
ン
ア
メ
リ
カ
ン
公
路
は
北
端
は
ヴ
ェ
、
不
ズ
エ
ラ
の

ラ
グ
ァ
イ
ラ
に
始
り
、

カ
ラ
カ
ス

l
ヴ
ァ
レ
ン
シ
ア

l
パ
ル
キ
シ
メ
ト
|
サ
ン
ク
リ
ス
ト
パ
ル

l
ボ
ゴ
タ
i

カ
リ
東
方
l
キ
ト
!
と
ア
ン
デ

ス
山
地
の
主
要
都
市
を
連
絡
し
て
南
進
す
る
。
別
に
中
米
か
ら
の
公
路
は
パ
ナ
マ
l

メ
デ
リ
ン
北
方
聞
が
未
完
成
で
あ
る
が
、

カ
リ
北
方
で

前
記
の
公
路
と
合
す
る
。
ペ
ル

l
で
太
平
洋
岸
に
出
て
リ
マ
を
通
り
、

ア
レ
キ
パ
で
ボ
リ
ビ
ア
高
原
へ
の
道
を
分
岐
す
る
。
太
平
洋
岸
の
公

南
米
の
交
通
網
の
地
理
的
特
色
(
山
崎
)

五
二
九
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五
三

O

路
は
チ
リ
を
縦
走
し
て
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
を
経
て
。
フ
ェ
ル
ト
モ
ン
ト
に
至
る
。
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
北
方
で
東
に
分
れ
た
公
路
は
ア
ン
デ
ス
を
越
え

て
メ
ン
ド
サ
を
経
て
ブ
ェ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
に
達
す
る
。

ア
レ
キ
パ
か
ら
分
れ
て
ボ
リ
ビ
ア
高
原
に
入
っ
た
道
は
テ
ィ
テ
ィ
カ
カ
湖
畔
を
通
っ
て
ラ
パ
ス
l

オ
ル
ロ
ー
ー
ポ
ト
シ
を
経
て
ア
ル
ゼ
ン
チ

ン
に
入
り
、

サ
ル
タ
l
ツ
ク
マ
ン
|
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
デ
ル
エ
ス
ト
ロ
ー
コ
ル
ド
パ

l
ロ
ザ
リ
オ
を
経
て
ブ
ェ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
で
前
記
の
公
路

と
合
す
る
。
こ
の
途
中
ロ
ザ
リ
オ
か
ら
北
ヘ
サ
ン
タ
フ
ェ
経
由
ア
ス
ン
シ
オ
ン
迄
の
分
岐
路
が
あ
る
。

更
に
ブ
ェ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
対
岸
の
コ
ロ
ニ
ア
に
始
る
公
路
は
モ
ン
テ
ヴ
ィ
デ
オ
を
経
て
ブ
ラ
ジ
ル
に
入
り
、
ポ
ル
ト
ア
レ
グ
レ
で
西
の
サ

ン
タ
フ
ェ
の
対
岸
パ
ラ
ナ
か
ら
来
る
別
路
を
合
し
て
サ
ン
パ
ウ
ロ
を
経
て
リ
オ
デ
ジ
ャ
、
不
イ
ロ
で
終
っ
て
い
る
。

そ
の
全
行
程
中
に
は
未
だ
全
天
候
街
道

kr-Z丘
R
B可
8
8
と
な
っ
て
い
な
い
区
間
を
山
地
な
ど
に
残
し
、
ま
た
一
部
分
で
シ
ョ
ー
ト

こ
れ
に
よ
っ
て
完
全
に
連
絡
さ
れ
た
わ
け
で
、
今
後
乙
の
公
路
は
ブ
ラ
ジ
ル
台
地
の
東
縁
を
ベ
レ
ム
迄
延
長
さ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か

( 16 ) 

カ
ッ
ト
な
ど
の
目
的
で
経
路
変
更
工
事
中
で
あ
る
。
し
か
し
パ
ン
ア
メ
リ
カ
ン
公
路
の
開
通
に
よ
る
意
義
は
極
め
て
大
き
い
。
南
米
十
国
は

し
そ
の
建
設
は
容
易
で
な
く
、

ベ
レ
ム
か
ら
更
に
北
西
に
延
長
し
て
南
米
大
陸
一
周
路
と
す
る
こ
と
は
全
く
不
可
能
に
近
く
、
ま
た
そ
の
必

要
も
な
い
で
あ
ろ
う
。

自
動
車
交
通
の
発
達
し
た
地
域
は
大
体
鉄
道
網
の
密
な
地
域
に
一
致
す
る
。
ブ
ェ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
を
中
心
と
し
た
パ
ン
パ
ス
東
部
、

サ
ン

パ
ウ
ロ
と
リ
オ
の
後
背
地
、

チ
リ
平
野
部
、

ウ
ル
グ
ア
イ
南
半
、
ブ
ラ
ジ
ル
台
地
東
北
角
(
ナ
タ

l
ル、

レ
シ
ー
ブ
ェ
、

マ
セ
イ
オ
附
近
〉

な
ど
が
乙
れ
に
入
る
。
ヴ
ェ
、
不
ズ
エ
ラ
は
例
外
で
、
鉄
道
の
発
達
は
悪
い
が
、
石
油
の
産
出
が
多
い
の
で
、

カ
ラ
カ
ス
や
マ
ラ
カ
イ
ボ
地
方
、

東
部
オ
リ
ノ
コ
の
油
田
地
帯
か
ら
オ
リ
ノ
コ
川
南
岸
の
シ
ュ

l
ダ

i
ド
ボ
リ
バ
ー
ル
附
近
ま
で
自
動
車
交
通
の
盛
ん
な
地
域
が
広
い
。
そ
の

ほ
か
自
動
車
交
通
は
各
国
の
主
要
都
市
を
中
心
と
し
た
地
域
に
孤
立
し
て
見
ら
れ
る
。



山
地
で
は
ラ
パ
な
ど
に
よ
る
原
始
交
通
が
依
然
重
要
で
、
中
部
ア
ン
デ
ス
で
は
特
有
家
畜
の
リ
ャ
マ
が
多
く
使
わ
れ
て
い
る
。

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
パ
タ
ゴ
ニ
ア
台
地
、

チ
ャ
コ
セ
ン
ト
ラ
ル
及
、
ひ
ア
ウ
ス
ト
ラ
ル
、

坦
地
で
は
今
日
も
な
お
荷
車
交
通
が
行
わ
れ
て
い
る
。

メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
、
ブ
ラ
ジ
ル
台
地
内
部
の
比
較
的
平

航
空
路

山
脈
、
河
川
、
滝
、
湿
地
、
密
林
、
沙
漠
、
海
な
ど
あ
ら
ゆ
る
地
上
の
障
害
を
超
越
し
て
結
ぶ
航
空
路
は
空
港
の
建
設
で
大
体

運
航
で
き
る
の
で
、
南
米
の
交
通
は
一
般
に
鉄
道
建
設
時
代
を
中
途
に
し
て
航
空
機
時
代
に
入
っ
た
。

一
九
五
六
年
四
月
現
在
で
南
米
に
は
計
五
八
九
の
航
空
機
(
陸
上
機
・
水
上
機
を
区
別
せ
ず
〉
の
定
期
発
着
す
る
空
港
が
あ
る
。
そ
の
国

1956年4月現在

A B 空港密度
国 室哲義 国(千土k面m積2) (千Bk/A m2〉 順位

ブラジノレ 300 8，514 28.4 5 

コロンピア 65 1，138 17.5 3 

ヴェネズエラ 53 912 17.2 2 

アノレゼンチ γ 48 2，778 57.8 9 

チ リ 33 742 22.5 4 

ボリ ビア 29 1，100 37.9 6 

d¥  e ノレ 一 28 1，249 44.5 7 

ウノレグアイ 13 187 14.4 1 

エクアドノレ 5 271 54.2 8 

パラグアイ 2 407 203.5 10 

第 1 表

南米各国の空港

南
米
の
交
通
網
の
地
理
的
特
色
(
山
崎
)

(資料) G. Kohlerの論文による

(註〉 空港は陸上機・水上機のものを区別せず
他にギアナ〈イギリス，オラソダ，フランス領

を合せて〉に13あり，総計589

別
分
布
は
第
一
表
の
如
く
で
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
空
港
数
は
最
も
多
い
が
、
国

土
面
積
が
広
大
な
の
で
、
空
港
密
度
(
一
空
港
の
発
達
し
て
い
る
面
積
、
即
ち

何
平
方
粁
に
一
つ
の
空
港
が
あ
る
か
〉
を
見
る
と
、

( 17 ) 

ウ
ル
グ
ア
イ
、
ヴ
ェ
ネ
ズ

エ一フ、

コ
ロ
ン
ビ
ア
が
高
く
、
航
空
交
通
の
よ
く
発
達
し
て
い
る
こ
と
を

示
す
。

A
B
C
三
国
で
は
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
が
遥
か
下
位
を
占
め
る
。
自
動

車
交
通
の
場
合
同
様
、

乙
の
場
合
に
も
ヴ
ェ
、
不
ズ
エ
ラ
、

コ
ロ
ン
ビ
ア
の

躍
進
が
注
目
さ
れ
る
。

南
米
の
各
国
首
府
は
国
際
航
空
路
に
よ
っ
て
北
米
や
欧
州
と
結
ば
れ
、

大
部
分
の
線
に
毎
日
定
期
便
が
あ
る
。
カ
リ
ブ
海
に
面
す
る
カ
ラ
カ
ス
、

マ
ラ
カ
イ
ボ
、
パ
ラ
ン
キ
ラ
が
東
の
ポ
!
ト
ス
ペ
イ
ン
(
ト
リ
ニ
ダ

l
ド

島
)
や
西
の
パ
ナ
マ
と
共
に
北
米
か
ら
の
国
際
航
空
路
の
大
結
節
点
と
な

五
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五

っ
て
い
る
。
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
リ
オ
と
サ
ン
パ
ウ
ロ
が
国
際
航
空
路
の
大
中
心
で
あ
る
が
、
欧
州
か
ら
の
線
の
侵
入
点
の
レ
シ
ー
ブ
エ
ハ
ブ
ラ

ジ
ル
台
地
東
北
角
)
と
、

ベ
レ
ム
(
ア
マ
ゾ
ン
川
口
)
も
国
際
航
空
路
の
要
点
で
あ
る
。
ブ
ェ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
、
西
岸
の
ボ
ゴ
夕
、

リ
マ
も

国
際
線
の
大
中
心
で
、

サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
、
カ
リ
、
グ
ア
ヤ
キ
ル
、
ラ
パ
ス
と
内
陸
の
ア
ス
ン
シ
オ
ン
が
こ
れ
に
次
ぐ
。

国
内
ロ
ー
カ
ル
線
で
は
国
土
の
広
い
ブ
ラ
ジ
ル
が
よ
く
発
達
し
て
い
て
、
ブ
ラ
ジ
ル
台
地
東
南
部
に
航
空
路
網
は
密
で
あ
る
。
ア
マ
ゾ
ン

盆
地
で
は
水
上
機
の
使
用
で
交
通
は
便
利
と
な
り
、

ベ
レ
ム
|
マ
ナ
ウ
ス
聞
に
発
達
し
、
上
流
域
と
も
結
ん
で
い
る
。
南
米
南
部
で
は
パ
タ

ゴ
ニ
ア
か
ら
フ
ェ
ゴ
島
南
端
の
町
ウ
シ
ュ
ア
イ
ア
ま
で
、
ま
た
北
部
の
ギ
ア
ナ
山
地
へ
も
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
(
英
領
、
ギ
ア
ナ
)
や
ヴ
ェ
、
不
ズ

エ
ラ
東
部
か
ら
航
空
路
が
の
び
て
い
る
。

前
述
の
如
く
、
南
米
の
鉄
道
は
貨
物
輸
送
を
主
と
す
る
の
で
ス
ピ
ー
ド
が
お
そ
く
、
鉄
道
網
の
発
達
も
十
分
で
な
い
の
で
、
広
い
大
陸
内

如
き
〉
交
通
に
航
空
パ
ス
と
も
い
う
べ
き
飛
行
機
の
利
用
が
見
ら
れ
、

こ
う
し
た
航
空
交
通
は
却
っ
て
一
般
に
交
通
不
便
な
地
域
に
増
加
し

( 18 ) 

で
の
長
距
離
旅
行
に
は
専
ら
航
空
機
が
利
用
さ
れ
る
。

一
方
短
距
離
で
も
ハ
フ
ェ
ゴ
島
の
油
田
地
と
海
峡
を
隔
て
た
プ
ン
タ
ア
レ
ナ
ス
間
の

て
行
く
傾
向
に
あ
る
。
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献
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